わがまち企業訪問vol.11
市内の企業では、どのような製品が生産され、どのような人が働いているか。優れたモノづくりと技術者を紹介します。

東亜パッキング工業株式会社宮城工場
「ものづくり魂」が良質な製品を生み出す
　わたしたちの暮らしを支える多くの金属製品。そのほとんどが板金加工技術で製造され、家電製品や工業製品などに利用されています。
　鹿島台地域にある東亜パッキング工業株式会社宮城工場は、精密板金加工の技術で高品質な製品を提供しています。
　板金加工は、厚さ０・3ミリから３ミリまで、薄い鉄板やステンレスを材料に、切ったり、曲げたりして製品を完成させます。その一つ一つの工程で、検査を行い「品質」を作り込んでいきます。
　宮城工場で扱う製品は１０００種類超。例えば、宅配ボックスや自動販売機のパーツなどがあります。受注から製造、出荷まで全工程にチェック機能を持たせ、品質を保証する「自工程完結」を会社の方針として、各部門が連携し作業を行っています。
　原材料の仕入れや出荷先など、以前は市外、県外の顧客がほとんどでした。近年、大崎の地域産業活性化を推進する「未来産業創造おおさき」への加盟でつながりができ、市内の企業からも材料の仕入れや製品出荷をするようになりました。地元の企業間で需要と供給の良い循環ができています。
　製品は、より軽量化が求められてきています。コスト面での削減が期待できますが、より薄く、精密な製品に仕上げるためには技術力の向上が不可欠です。
　宮城工場でその技術を支える中心は、主に20代、30代の若い世代。社員一丸となって日々前進しています。
　現在は、工場の増設を進め、新たな機械の導入を予定しています。板金の厚さ０・3ミリからさらに薄く、０・０５ミリ単位まで、より精密な薄板加工が可能になります。
　暮らしに身近で大事な製品を作るという誇りと、常に高品質を探究する「ものづくり魂」が、わたしたちの暮らしを豊かにしています。

会社概要
社　  名　東亜パッキング工業株式会社宮城工場
代 表 者　常務取締役工場長 森 秀伸
所 在 地　鹿島台木間塚字新屋敷3-1
設　  立　平成14年7月（平成23年8 月に現在地へ移転）
社 員 数　36人（宮城工場単体）
事業内容　精密板金加工


製品紹介
「超抗菌めっきプレート」
排水溝のヌメリやカビの防止に。家庭で役立つ製品も作っています。

モノづくりへの思い
　品質管理課に勤務する八巻さんは、入社11年目。品質管理課は、製造部門から流れてくる製品の「品質」を見定める、最後のとりでになります。塗装や印刷など一部外注する製品もあり、顧客対応で品質管理に苦労したこともあるそうですが、「自工程完結」のうえに成り立つ信頼があるからこそ、安心して作業ができるそうです。「新規機械導入を機に、薄板加工に挑戦したい」と話してくれました。
　入社6年目になる製造課の高橋さんは、図面を基にコーディング（プログラム）し、材料の切断、曲げ加工、溶接など、いくつもの製造工程で「品質」保持に力を注いでいます。「多くの製品がある中で、製造が難しい図面もありますが、みんなと相談、工夫をしながらチームとして作り上げられると一層喜びを感じます」と話してくれました。

伝統の息吹　第1回　金津流松山獅子躍
[bookmark: _GoBack]  「伝統の息吹」では、大崎に伝わる伝統芸能や伝統行事など、郷土の歴史を物語り、後世へ継ぎたい文化を紹介していきます。

　「ザンズグ ザンズグ ザンズグザッコ」一体何の呪文か。初めて聞く人は、そう思うかもしれません。
　これは、松山地域に伝わる「金津流松山獅子躍」の一節です。
　獅子躍りは、立派な角と馬の黒毛をつけた獅子頭をかぶり、腰につけた太鼓を打ち鳴らしながら、歌い、勇壮に舞う。主に8人組で行われる、非常にたぐいまれな特徴を持つ郷土芸能です。
　妖しげにも格調高いこの装いは、一着およそ10㎏。お盆には祖霊供養・悪魔追放、秋には五穀豊穣を祈願し、太鼓の音にあおられながら、背中につけた約2メートルのササラを振りかざし、時には宙に跳ねるように激しく舞うのです。
　舞いは、「礼庭 (れいにわ)」「島霧 (しまきり)」「鉄砲躍り」など6演目が伝わり、転げまわるように遊ぶ小鹿や、鉄砲から逃げる鹿を表現しているものもあります。
　その歴史は古く、松山を収めた茂庭家の記録によると、延宝７年（１６７９年）頃から幕末にかけて、松山城内で踊られていたようです。その後、特に岩手県内で盛んに継承されてきました。
　松山地域（旧松山次橋村）は、東北地方に伝わる「金津流獅子躍」発祥の地という諸説がありますが、約２００年前に現 岩手県奥州市（旧江刺市梁川）に伝授されたのを最後に、継承が途絶えていました。
　時は流れて平成5年。岩手県の獅子躍保存会が自らのルーツを求めて旧松山町を訪れたことを契機に、復活の機運が高まります。約２００年を隔てた「金津流松山獅子躍」の里帰りは話題を呼び、県内外の各種イベント、さらには平成8年にハワイ公演、平成12年にブルガリア公演を成功させました。
　現在は、主に松山小学校で継承活動が行われ、松山夏まつり（8月14日）・邑まつり（11月初旬）などで演目の一つ「礼庭」が披露されています。
　演舞の中盤で、鹿4匹が狂ったように舞う「狂い」の圧巻の迫力と、終盤に訪れる7体の獅子を統率するような、中立（中央の獅子）の猛々しい歌声が見どころです。
